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武石 
の
景風 4月20日、一心様の祭典が行われ、大勢

の方が火渡りに挑みました。

たけしの
話題

自分たちの活動を知ってもらいたい！その活動に多くの人に参加してもらいたい！
そんな熱い思いを武石地域のみなさんから募集し、紹介していきます。

　

4
月
2
日
に
武
石
保
育
園
で
入
園
式
が
、
4
月

4
日
に
武
石
小
学
校
、
依
田
窪
南
部
中
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
園
児
28
名
と
、
期
待
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
た
小
学
生
32
名
、
中
学
生
35
名
（
武

石
）
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　4月15日、武石小学校6年生を対象に我が家のセーフティリーダー委嘱
式が行われ、丸子警察署長から委嘱状と帽子、ピンバッジ、笛が手渡さ
れました。セーフティリーダーとは、家族や地域が安心して生活できる
よう、防犯活動や交通事故防止に子どもたちが取り組む活動です。
　代表の荻原颯太君は「みんなが家族や下級生のお手本となって活動し
ます」と、力強くあいさつしてくれました。

ご
入
園
・
ご
入
学

お
め
で
と
う
！

我が家のセーフティリーダー委嘱式

上田市消防団 第八方面隊

「
遊
芸
の
宴
」で„
武
石
音
頭
S
e
v
e
n2
0
07“
披
露

「たけしの話題」
募集します！！

　掲載記事（350字程度）、写真1～2枚に、団体名、代表者の住所、氏名、連
絡先を添えて地域振興課までお送りください。なお、紙面の都合上、編集した
り、掲載できない場合もありますのでご了承ください。　
◆締切 6月13日（金）まで。（次回発行は7月16日号）

上田市消防団辞令交付式

問 地域振興課 ℡85-2824

　

4
月
12
、
13
日
に
、
芝
生
広
場

で
行
っ
た
太
鼓
演
奏
。
団
体
演
奏

で
は
、
満
足
な
演
奏
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
観
客
の
皆
さ
ん
の

拍
手
に
支
え
ら
れ
演
奏
で
き
ま
し

た
。市
内
太
鼓
団
体
に
よ
る
そ
ろ
い

打
ち「
戦
勝
の
大
鼓
」は
、1
0
0
人

以
上
に
よ
る
迫
力
の
あ
る
演
奏
。

他
団
体
の
打
ち
手
の
パ
ワ
ー
も
も

ら
い
な
が
ら
楽
し
く
演
奏
で
き
、

大
勢
の
観
客
か
ら
拍
手
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
桜
花
一
色
に
染
ま
っ
た

4
月
13
日
。
上
田
城
跡
公
園
内
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
武
石

音
頭
の
初
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

桜
の
ピ
ン
ク
を
バ
ッ
ク
に
色
鮮
や

か
な
黄
色
の
法
被
が
一
段
と
映
え
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
息
の
あ
っ
た
見
事

な
踊
り
に
大
勢
の
観
客
か
ら
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原
曲
の
武

石
音
頭
・
武
石
小
唄
も
披
露
し
、

「
元
気
な
武
石
！
」
を
存
分
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
が
各
自
み
ん
な
で
野
菜
を

持
ち
寄
り
、前
日
に
ふ
る
ま
い
鍋
の
準

備
を
し
ま
し
た
。当
日
4
月
16
日

は
、
会
場
に
着
く
と
、
休
む
暇
も
な

く
大
鍋
に
水
を
入
れ
、
沸
騰
し
始
め

た
ら
用
意
し
た
野
菜
や
自
慢
の
「
ず

く
っ
こ
味
噌
」を
入
れ
、火
加
減
、味

加
減
に
苦
労
し
な
が
ら
出
来
上
が

り
。多
く
の
お
客
様
か
ら
「
こ
の
味

噌
汁
美
味
し
い
ね
」
と
言
っ
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
が
過

ご
せ
ま
し
た
。

武
石
音
頭
・
武
石
小
唄
を
愛
し
保
存
す
る
会

「
伝
統
芸
能
舞
台
」
で
太
鼓
演
奏美

ヶ
原
飛
龍
太
鼓
保
存
会

自
慢
の
味
噌
で

　
　

 

「
ふ
る
ま
い
鍋
」

武
石
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

　

第
八
方
面
隊
で
は
、
団
員
1
9
7
名
が

「
愛
す
る
地
域
を
災
害
か
ら
守
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
日
々
、
防
火
・
防
災
活
動
に
は
げ

ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
主
な
幹
部
役
員
（
武
石

在
住
者
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
八
方
面
隊
長
 

坂
部
　

詠
章

副
本
部
長
 

金
子
　

隆
博

副
バ
イ
ク
隊
長
 

清
住
　

忠
広

副
ラ
ッ
パ
長
 

鈴
木
　

孝
史

副
救
護
長
 

山
田
　

和
広

武
石
第
一
分
団
長
 

林   　

英
夫

　
　
　

副
分
団
長
 

北
沢
　

進
一

武
石
第
二
分
団
長
 

小
倉
　

博
明

　
　
　

副
分
団
長
 

川
合
　

明
彦

武
石
第
三
分
団
長
 

柿
島
謙
一
郎

　
　
　

副
分
団
長
 

金
子
　

貴
昭

武
石
第
四
分
団
長
 

橋
詰
　

晶
宏

　
　
　

副
分
団
長
 

下
城
　

億
司

武
石
第
五
分
団
長
 

北
沢
　

陽
一

　
　
　

副
分
団
長
 

豊
田   　

望

地域を守る消防団員 募集中。
男女は問いません。あなたの入団を待っています！

地域を守る

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
活
躍
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

武
石
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
活
躍
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

武
石
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
活
躍
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

武
石
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
活
躍
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

武
石
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

保育園入園式

小学校入学式

中学校入学式

そうた

お
お
つ
づ
み
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春
武
石
の
花
ご
よ
み

　

委
員
を
始
め
武
石
地
域
の
皆

様
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
、
二
期
目
の
会
長
を
誠
心
誠

意
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

地
域
協
議
会
は
、
新
市
と
し

て
も
新
し
い
試
み
で
あ
り
、
当

初
は
手
探
り
状
態
で
し
た
が
、

活
発
に
意
見
を
出
し
合
い
、
的

確
に
論
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

二
期
目
は
8
名
の
委
員
が
変

わ
り
、
年
齢
・
男
女
・
分
野
を

含
め
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
す
ば

ら
し
い
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
た
感

が
あ
り
ま
す
。

　

今
期
は
、
児
童
館
建
設
が
具

体
化
さ
れ
ま
す
。
児
童
館
が
地

域
に
根
ざ
し
、
子
ど
も
た
ち
が

の
び
の
び
と
育
っ
て
い
け
る
空

間
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
武

石
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
論
議
を
重
ね
、
住
み
よ

い
社
会
に
す
る
手
助
け
が
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
期
目
の

 

地
域
協
議
会
に
向
け
て

武石地域協議会長

櫻井　敏昭

武
石
地
域
協
議
会 

活
動
日
誌

No.7

　新　井　繁　雄　（七　ヶ）
　井　出　守　雄　（西　武）
　伊　藤　隆　子　（　沖　）
　上　野　正　司　（　沖　）
　柿　嶌　祐　子　（市之瀬）
　清　住　章　雄　（小沢根）
○小　山　洋　江　（片　羽）
◎櫻　井　敏　昭　（小沢根）
　佐　藤　栄　作　（市之瀬）
　城　下　ゆかり　（　沖　）
　高　田　　　忍　（鳥　屋）
　滝　澤　由美子　（薮　合）
　中　嶋　和　夫　（　沖　）
　橋　詰　真由美　（薮　合）
　曲　尾　行　雄　（　沖　）
　増　子　カオリ　（薮　合）
　松　井　幸　夫　（七　ヶ）
　松　代　典　之　（七　ヶ）
　依　田　せつ子　（七　ヶ）
　依　田　則　俊　（七　ヶ）

　

3
月
下
旬
に
見
ご
ろ
を
迎
え
た

唐
沢
小
原
地
区
の
福
寿
草
。
例
年

に
比
べ
花
は
少
な
め
で
し
た
が
、

園
内
に
は
黄
色
い
花
が
並
び
、
春

の
訪
れ
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
23
、
30
日
に
は
売
店
や
と

ん
汁
の
ふ
る
ま
い
が
行
わ
れ
、
地

元
の
温
か
い
も
て
な
し
を
楽
し
む

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

花
咲
じ
い
さ
ん
ク
ラ
ブ
が
「
世

界
中
で
い
ち
ば
ん
き
れ
い
な
2
週

間
」
と
自
負
す
る
余
里
の
一
里
花

桃
。
昨
年
は
そ
の
活
動
を
認
め
ら

れ
、
豊
か
な
環
境
づ
く
り
上
小
地

域
会
議
会
長
の
表
彰
や
上
田
市
の

都
市
景
観
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

4
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
「
た

け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
in
余
里
一
里
花
桃
の
里
」
に
は

約
50
名
が
、
5
月
3
日
に
開
催
さ

れ
た
「
花
桃
の
郷
ウ
ォ
ー
ク
」
に

は
約
1
2
0
名
が
参
加
し
、
ピ
ン

ク
や
白
に
染
ま
っ
た
沿
道
約
4
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
花
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。
両
日
と
も

天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
「
の

ど
か
な
で
花
も
と
て
も
き
れ
い
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
。」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

資
源
物
回
収
が

  

始
ま
り
ま
し
た
。

① 自治会資源物回収は、自治会ごとに回収時
間が決められています。回収時間外に持ち
込むのは、絶対にやめましょう。

② スプレー缶、カセットボンベは、「危険ご
み」として回収しますので、「缶類」とは
分けてください。

③「有害ごみ」は、蛍光管、球形蛍光管、水
銀体温計、温度計です。割れた蛍光管や白
熱電球、グロー球、常夜灯（ナツメ球）は、
「燃やせないごみ」で出してください。

自治会資源物回収 ……… 毎月第2日曜日
ウィークエンドリサイクル…毎月第4土曜日
【資源物回収で注意すること】

　
　▼

オ
フ
ト
ー
ク
・
デ
マ
ン
ド

　
　

交
通
に
関
す
る

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

オ
フ
ト
ー
ク
は
、
市
の
情
報
化

基
本
計
画
と
合
わ
せ
あ
り
方
を
検

討
、
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
わ
か
り

や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

利
用
率
ア
ッ
プ
を
図
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

2
年
間
に
協
議
会
を
16
回
、
意

見
書
を
2
件
提
出
し
、
有
意
義
な

協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
18
年
度
実
績

　

協
議
会
6
回
開
催
し
、
主
に
上

田
市
総
合
計
画
「
地
域
ま
ち
づ
く

り
方
針
」
に
つ
い
て
協
議
。

●
平
成
19
年
度
実
績

　

協
議
会
10
回
開
催
し
、
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
、
地
域
予
算
や
地

域
振
興
基
金
の
使
い
道
な
ど
を
協

議
。
ま
た
、
部
会
を
設
け
、
基
金

の
使
い
道
に
つ
い
て
検
討
。

●
市
長
へ
意
見
書
を
提
出

①
広
報
う
え
だ
武
石
版
の
発
行
に

つ
い
て
（
平
成
18
年
11
月
）

　

武
石
地
域
の
話
題
を
伝
え
る

こ
と
で
地
域
を
思
う
気
持
ち
を

育
み
た
い
と
意
見
書
を
提
出
。

19
年
度
か
ら
「
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
の
発
行
が

実
現
し
た
。

②
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
等
の
建

設
に
つ
い
て（
平
成
19
年
6
月
）

　

子
育
て
支
援
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
意
見
書
を
提
出
。
20
年

度
に
建
設
予
定
地
に
あ
る
既
存

建
物
の
解
体
・
整
地
、
実
施
設

計
、
21
年
度
に
建
設
予
定
。

　

4
月
7
日
、
上
田
市
中
央
公
民

館
で
市
内
9
地
域
協
議
会
の
合
同

委
嘱
式
と
第
1
回
地
域
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●武石地域各種イベント活性化事業
　　　　　　　　（イベント用具整備）・・・・・・・・・・・・・・・ 2,900
●雲渓荘・うつくしの湯利用補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8,950
●番所ケ原スキー場リフト利用補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 981
●武石児童館整備事業（既存建物解体）・・・・・・・・・・・ 22,000
●土地改良事業（地元負担金軽減）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,128
●わがまち魅力アップ応援事業（武石分）・・・・・・・・・・・・・ 2,600

平成20年度 地域振興基金を使った地域予算 ［千円］

協議会は傍聴できます。また、開催日
時や会議録はホームページで公表され
ています。
武石地域協議会ホームページ  
▶http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/
　ht/jiti/kyogikai/takesikyo.html

第
1
期
武
石

　

地
域
協
議
会
の
活
動

第
2
期
武
石

 

地
域
協
議
会
ス
タ
ー
ト

武石地域協議会委員名簿
平成20年4月1日～22年3月31日任期

（自治会名）氏　　名

◎＝会長、○＝副会長

▼
平
成
２０
年
度
地
域
予
算

19年度から発行された武石地域自治センターだより

花桃の郷ウォーク

たけしノルディックウォーキング in 余里一里花桃の里

問 

地
域
振
興
課  

℡
85‒

2
8
2
4

4
月
か
ら
ご
み
の
出
し
方
が

変
わ
り
ま
し
た
！

一部の自治会資源物回収で場所、時間が変更になりました。

鳥　　　屋

片　　　羽

上 小 寺 尾

大布施巣栗

西　　　武 （西武第１集会所のみ）
午前10時～11時　➡　午前７時～８時

蛍光管、球形蛍光管
➡ 資源物回収へ

割れた蛍光管、白熱電球等
➡ 燃やせないごみへ

自治会での資源物回収

旧鳥屋下バス停留所　➡　
 旧団地入口バス停留所
片羽集会所　➡　
 校長住宅前ごみステーションNO.32横
午前７時～９時　➡　
 午前７時30分～８時30分

午前７時～８時　➡　午前８時～９時

自治会名 詳　　　　　細

春の訪れを告げる「福寿草」

花咲じいさんのいる村「一里花桃の里」

第
10
回（
最
終
）3
月
18
日
開
催
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武
石
公
民
館
だ
よ
り

No.7

第
20
回 
分
館
親
善

     

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

’08 

in 

た
け
し

武
石
地
域
を
知
ろ
う
！

　
　
　

〜
地
名
か
ら
た
ど
る
武
石
郷
の
古
代
〜

　

3
月
9
日
に
武
石
体
育
館
で
第

20
回
分
館
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
48
チ
ー

ム
が
年
代
別
に
わ
か
れ
、
笑
い
あ

り
、
涙
あ
り
の
熱
戦
が
く
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

烏
帽
子
の
部
（
18
歳
以
上
の
部
）

　

優
　

勝
　

常
滑
（
市
之
瀬
）

　

優
　

勝
　

つ
く
ね
（
堀
の
内
）

　

第
3
位
　

七
ヶ
Ｃ

蓼
科
の
部
（
30
歳
以
上
の
部
）

　

優
　

勝
　

片
羽
Ｃ

　

準
優
勝
　

上
本
入
西
部
Ｂ

　

第
3
位
　

す
な
ぎ
も
（
堀
の
内
）

浅
間
の
部
（
40
歳
以
上
の
部
）

　

優
　

勝
　

沖
Ｂ

　

準
優
勝
　

下
本
入
Ｄ

　

第
3
位
　

幕
打
（
市
之
瀬
）

富
士
の
部
（
50
歳
以
上
の
部
）

　

優
　

勝
　

ハ
ラ
ハ
ラ
（
小
沢
根
）

　

準
優
勝
　

沖
Ａ

　

第
3
位
　

余
里
Ｃ

※
一
部
集
計
ミ
ス
が
あ
り
、
表
彰

式
の
発
表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

3
月
23
日
に
武
石
公
民
館
で
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
参
加
者
全

員
で
武
石
音
頭
S
ev
en
2
0
0
7

に
挑
戦
！
ま
た
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、

ヨ
ガ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
動
か

し
た
り
、
自
分
の
体
力
年
齢
を
測

定
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
実
年

齢
よ
り
若
い
体
力
年
齢
の
方
も
多

く
、楽
し
く
健
康
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
ん
だ
一
日
で
し
た
。

　

4
月
17
日
、
武
石
公
民
館
で
上

小
郷
土
史
研
究
会
会
長
の
桜
井
松

夫
先
生
井
を
講
師
に
迎
え
、
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
名
か
ら

武
石
の
歴
史
を
た
ど
る
興
味
深
い

話
に
参
加
者
28
名
は
真
剣
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
武
石
公
民
館
で
は
10

回
ほ
ど
講
演
会
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
容
器
包
装
に
使
わ
れ
て
い
る

　

マ
ー
ク
付
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
、
バ
ケ
ツ
や
歯
ブ
ラ

シ
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
　

マ
ー
ク
の
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
分
別
し
ま
す
。
　

マ
ー
ク
付
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
分
別
し
て
限
り
あ
る
資

源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

1 容器包装に使われているプラスチックですか？
2 　 マークがついていますか？
　　　　いる……　 マーク付プラスチックごみへ

　　　　いない…燃やせないごみへ

3　 マーク付プラスチックは、汚れているものは洗う、ふきとるな 
どしてきれいにする。

※惣菜などを包むラップに貼られているシールははがす必要はありません。
※　 マークは印刷されている場合、刻印されている場合があります。

カップ・外装フィルム・液体スープ袋は
　 マークの表示があるので「　 マーク付
プラスチックごみ」へ、ふたは紙の表示
があるので「燃やせるごみ」へ分けます。

　マーク付プラスチックの見分け方 ＆ 出し方

カップ麺の
容器の表示例

例

ふた カップ
外装フィルム
液体スープ袋

問 

武
石
公
民
館  

℡
85‒

2
0
3
0

問 市民生活課  ℡85‒2827

　
　

マ
ー
ク
付 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

見
分
け
て
い
ま
す
か
？
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武
石
診
療
所
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装

置
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
新
装

置
は
、
デ
ジ
タ
ル
で
よ
り
鮮
明
な

画
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
診
療
日
　

毎
週
月
〜
金
曜
日

●
外
来
受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で

（
午
後
は
往
診
・
訪
問
看
護
・
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
ま
す
）

毎
週
木
曜
日
の
み
　

午
後
５
時
〜

６
時
に
時
間
外
診
療

●
休
診
日

土
・
日
曜
日
、
祝
日

お
盆
（
8
／
13
〜
8
／
15
）

年
末
年
始（
12
／
29
〜
1
／
3
）

問
武
石
診
療
所
　

℡
85-

3
3
0
8

レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

●武石地域教育事務所（武石公民館） TEL 85-2030
 FAX 85-2205     
●武石保育園 TEL 85-2113     
●武石小学校 TEL 85-2013     

●依田窪南部中学校 TEL 85-2332
●武石ともしび博物館 TEL 85-2474 
●社会就労センター武石事業所 TEL 85-2015
●武石診療所 TEL 85-3308

武石地域の施設

武石健康センター 〈健康福祉課〉

武石地域自治センター

TEL 85-2067（健康推進・福祉係）

TEL 85-2311（代表）　FAX 85-2313

TEL 85-2119（高齢者支援係）
健康推進担当
○健康づくり・健診
○予防接種
○子育て支援

福祉係
○福祉医療 ○障害者福祉
○生活保護 ○児童・母子福祉
○保育園

高齢者支援係
○高齢者福祉
○介護保険
（武石地域包括支援センター事業）

武石地域自治センターの業務内容
●地域振興課 TEL 85-2824
●市民生活課 TEL 85-2827 
●産業観光課 TEL 85-2828
●建設課 TEL 85-2793
●市上下水道局
　武石上下水道課 TEL 85-2793

カウンター

受付カウンター

正
面
入
口

東
側
入
口

正面入口

センター長 談話スペース

JA派出所
税・料金の
納入窓口

地域政策係

市民環境係
○環境衛生　○防犯
○男女共同参画　○住宅

市民係
○戸籍　○住民基本台帳　○印鑑登録
○国民健康保険　○後期高齢者医療
○国民年金　○交通安全　○交通災害共済

○地域政策　○地域協議会
○自治会　　○広報広聴
○オフトーク通信

庶務係 ○庁舎管理　○入札・契約
○消防　○防災　○財産区

○税全般

税務・収納係

【
地
域
振
興
課
】

【産業観光課】 【建設課】
市上下水道局
武石上下水道課

【
市
民
生
活
課
】

農
林
振
興
担
当

土
木
係

○
土
地
改
良
　

○
林
政

○
農
政
　

○
畜
産

○
道
路
　

○
河
川
　

○
景
観
　

○
公
園

○
地
域
交
通（
デ
マ
ン
ド
バ
ス
）

上
下
水
道
係

○
上
水
道
　

○
下
水
道

商
工
観
光
係

○
商
工
業
　

○
観
光
振
興
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春
武
石
の
花
ご
よ
み

　

委
員
を
始
め
武
石
地
域
の
皆

様
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が

ら
、
二
期
目
の
会
長
を
誠
心
誠

意
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

地
域
協
議
会
は
、
新
市
と
し

て
も
新
し
い
試
み
で
あ
り
、
当

初
は
手
探
り
状
態
で
し
た
が
、

活
発
に
意
見
を
出
し
合
い
、
的

確
に
論
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

二
期
目
は
8
名
の
委
員
が
変

わ
り
、
年
齢
・
男
女
・
分
野
を

含
め
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
す
ば

ら
し
い
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
た
感

が
あ
り
ま
す
。

　

今
期
は
、
児
童
館
建
設
が
具

体
化
さ
れ
ま
す
。
児
童
館
が
地

域
に
根
ざ
し
、
子
ど
も
た
ち
が

の
び
の
び
と
育
っ
て
い
け
る
空

間
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
武

石
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
論
議
を
重
ね
、
住
み
よ

い
社
会
に
す
る
手
助
け
が
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
期
目
の

 

地
域
協
議
会
に
向
け
て

武石地域協議会長

櫻井　敏昭

武
石
地
域
協
議
会 

活
動
日
誌

No.7

　新　井　繁　雄　（七　ヶ）
　井　出　守　雄　（西　武）
　伊　藤　隆　子　（　沖　）
　上　野　正　司　（　沖　）
　柿　嶌　祐　子　（市之瀬）
　清　住　章　雄　（小沢根）
○小　山　洋　江　（片　羽）
◎櫻　井　敏　昭　（小沢根）
　佐　藤　栄　作　（市之瀬）
　城　下　ゆかり　（　沖　）
　高　田　　　忍　（鳥　屋）
　滝　澤　由美子　（薮　合）
　中　嶋　和　夫　（　沖　）
　橋　詰　真由美　（薮　合）
　曲　尾　行　雄　（　沖　）
　増　子　カオリ　（薮　合）
　松　井　幸　夫　（七　ヶ）
　松　代　典　之　（七　ヶ）
　依　田　せつ子　（七　ヶ）
　依　田　則　俊　（七　ヶ）

　

3
月
下
旬
に
見
ご
ろ
を
迎
え
た

唐
沢
小
原
地
区
の
福
寿
草
。
例
年

に
比
べ
花
は
少
な
め
で
し
た
が
、

園
内
に
は
黄
色
い
花
が
並
び
、
春

の
訪
れ
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
23
、
30
日
に
は
売
店
や
と

ん
汁
の
ふ
る
ま
い
が
行
わ
れ
、
地

元
の
温
か
い
も
て
な
し
を
楽
し
む

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

花
咲
じ
い
さ
ん
ク
ラ
ブ
が
「
世

界
中
で
い
ち
ば
ん
き
れ
い
な
2
週

間
」
と
自
負
す
る
余
里
の
一
里
花

桃
。
昨
年
は
そ
の
活
動
を
認
め
ら

れ
、
豊
か
な
環
境
づ
く
り
上
小
地

域
会
議
会
長
の
表
彰
や
上
田
市
の

都
市
景
観
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

4
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
「
た

け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
in
余
里
一
里
花
桃
の
里
」
に
は

約
50
名
が
、
5
月
3
日
に
開
催
さ

れ
た
「
花
桃
の
郷
ウ
ォ
ー
ク
」
に

は
約
1
2
0
名
が
参
加
し
、
ピ
ン

ク
や
白
に
染
ま
っ
た
沿
道
約
4
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
花
を
楽
し
み
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。
両
日
と
も

天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
「
の

ど
か
な
で
花
も
と
て
も
き
れ
い
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
。」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

資
源
物
回
収
が

  

始
ま
り
ま
し
た
。

① 自治会資源物回収は、自治会ごとに回収時
間が決められています。回収時間外に持ち
込むのは、絶対にやめましょう。

② スプレー缶、カセットボンベは、「危険ご
み」として回収しますので、「缶類」とは
分けてください。

③「有害ごみ」は、蛍光管、球形蛍光管、水
銀体温計、温度計です。割れた蛍光管や白
熱電球、グロー球、常夜灯（ナツメ球）は、
「燃やせないごみ」で出してください。

自治会資源物回収 ……… 毎月第2日曜日
ウィークエンドリサイクル…毎月第4土曜日
【資源物回収で注意すること】

　
　▼

オ
フ
ト
ー
ク
・
デ
マ
ン
ド

　
　

交
通
に
関
す
る

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

オ
フ
ト
ー
ク
は
、
市
の
情
報
化

基
本
計
画
と
合
わ
せ
あ
り
方
を
検

討
、
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
わ
か
り

や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

利
用
率
ア
ッ
プ
を
図
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

2
年
間
に
協
議
会
を
16
回
、
意

見
書
を
2
件
提
出
し
、
有
意
義
な

協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
平
成
18
年
度
実
績

　

協
議
会
6
回
開
催
し
、
主
に
上

田
市
総
合
計
画
「
地
域
ま
ち
づ
く

り
方
針
」
に
つ
い
て
協
議
。

●
平
成
19
年
度
実
績

　

協
議
会
10
回
開
催
し
、
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
、
地
域
予
算
や
地

域
振
興
基
金
の
使
い
道
な
ど
を
協

議
。
ま
た
、
部
会
を
設
け
、
基
金

の
使
い
道
に
つ
い
て
検
討
。

●
市
長
へ
意
見
書
を
提
出

①
広
報
う
え
だ
武
石
版
の
発
行
に

つ
い
て
（
平
成
18
年
11
月
）

　

武
石
地
域
の
話
題
を
伝
え
る

こ
と
で
地
域
を
思
う
気
持
ち
を

育
み
た
い
と
意
見
書
を
提
出
。

19
年
度
か
ら
「
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
の
発
行
が

実
現
し
た
。

②
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
等
の
建

設
に
つ
い
て（
平
成
19
年
6
月
）

　

子
育
て
支
援
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
意
見
書
を
提
出
。
20
年

度
に
建
設
予
定
地
に
あ
る
既
存

建
物
の
解
体
・
整
地
、
実
施
設

計
、
21
年
度
に
建
設
予
定
。

　

4
月
7
日
、
上
田
市
中
央
公
民

館
で
市
内
9
地
域
協
議
会
の
合
同

委
嘱
式
と
第
1
回
地
域
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●武石地域各種イベント活性化事業
　　　　　　　　（イベント用具整備）・・・・・・・・・・・・・・・ 2,900
●雲渓荘・うつくしの湯利用補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8,950
●番所ケ原スキー場リフト利用補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 981
●武石児童館整備事業（既存建物解体）・・・・・・・・・・・ 22,000
●土地改良事業（地元負担金軽減）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,128
●わがまち魅力アップ応援事業（武石分）・・・・・・・・・・・・・ 2,600

平成20年度 地域振興基金を使った地域予算 ［千円］

協議会は傍聴できます。また、開催日
時や会議録はホームページで公表され
ています。
武石地域協議会ホームページ  
▶http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/
　ht/jiti/kyogikai/takesikyo.html

第
1
期
武
石

　

地
域
協
議
会
の
活
動

第
2
期
武
石

 

地
域
協
議
会
ス
タ
ー
ト

武石地域協議会委員名簿
平成20年4月1日～22年3月31日任期

（自治会名）氏　　名

◎＝会長、○＝副会長

▼
平
成
２０
年
度
地
域
予
算

19年度から発行された武石地域自治センターだより

花桃の郷ウォーク

たけしノルディックウォーキング in 余里一里花桃の里

問 

地
域
振
興
課  

℡
85‒

2
8
2
4

4
月
か
ら
ご
み
の
出
し
方
が

変
わ
り
ま
し
た
！

一部の自治会資源物回収で場所、時間が変更になりました。

鳥　　　屋

片　　　羽

上 小 寺 尾

大布施巣栗

西　　　武 （西武第１集会所のみ）
午前10時～11時　➡　午前７時～８時

蛍光管、球形蛍光管
➡ 資源物回収へ

割れた蛍光管、白熱電球等
➡ 燃やせないごみへ

自治会での資源物回収

旧鳥屋下バス停留所　➡　
 旧団地入口バス停留所
片羽集会所　➡　
 校長住宅前ごみステーションNO.32横
午前７時～９時　➡　
 午前７時30分～８時30分

午前７時～８時　➡　午前８時～９時

自治会名 詳　　　　　細

春の訪れを告げる「福寿草」

花咲じいさんのいる村「一里花桃の里」

第
10
回（
最
終
）3
月
18
日
開
催
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No.7

武石 
の
景風 4月20日、一心様の祭典が行われ、大勢

の方が火渡りに挑みました。

たけしの
話題

自分たちの活動を知ってもらいたい！その活動に多くの人に参加してもらいたい！
そんな熱い思いを武石地域のみなさんから募集し、紹介していきます。

　

4
月
2
日
に
武
石
保
育
園
で
入
園
式
が
、
4
月

4
日
に
武
石
小
学
校
、
依
田
窪
南
部
中
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
の
園
児
28
名
と
、
期
待
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
た
小
学
生
32
名
、
中
学
生
35
名
（
武

石
）
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　4月15日、武石小学校6年生を対象に我が家のセーフティリーダー委嘱
式が行われ、丸子警察署長から委嘱状と帽子、ピンバッジ、笛が手渡さ
れました。セーフティリーダーとは、家族や地域が安心して生活できる
よう、防犯活動や交通事故防止に子どもたちが取り組む活動です。
　代表の荻原颯太君は「みんなが家族や下級生のお手本となって活動し
ます」と、力強くあいさつしてくれました。

ご
入
園
・
ご
入
学

お
め
で
と
う
！

我が家のセーフティリーダー委嘱式

上田市消防団 第八方面隊

「
遊
芸
の
宴
」で„
武
石
音
頭
S
e
v
e
n2
0
07“
披
露

「たけしの話題」
募集します！！

　掲載記事（350字程度）、写真1～2枚に、団体名、代表者の住所、氏名、連
絡先を添えて地域振興課までお送りください。なお、紙面の都合上、編集した
り、掲載できない場合もありますのでご了承ください。　
◆締切 6月13日（金）まで。（次回発行は7月16日号）

上田市消防団辞令交付式

問 地域振興課 ℡85-2824

　

4
月
12
、
13
日
に
、
芝
生
広
場

で
行
っ
た
太
鼓
演
奏
。
団
体
演
奏

で
は
、
満
足
な
演
奏
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
観
客
の
皆
さ
ん
の

拍
手
に
支
え
ら
れ
演
奏
で
き
ま
し

た
。市
内
太
鼓
団
体
に
よ
る
そ
ろ
い

打
ち「
戦
勝
の
大
鼓
」は
、1
0
0
人

以
上
に
よ
る
迫
力
の
あ
る
演
奏
。

他
団
体
の
打
ち
手
の
パ
ワ
ー
も
も

ら
い
な
が
ら
楽
し
く
演
奏
で
き
、

大
勢
の
観
客
か
ら
拍
手
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
桜
花
一
色
に
染
ま
っ
た

4
月
13
日
。
上
田
城
跡
公
園
内
の

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
武
石

音
頭
の
初
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

桜
の
ピ
ン
ク
を
バ
ッ
ク
に
色
鮮
や

か
な
黄
色
の
法
被
が
一
段
と
映
え
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
息
の
あ
っ
た
見
事

な
踊
り
に
大
勢
の
観
客
か
ら
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原
曲
の
武

石
音
頭
・
武
石
小
唄
も
披
露
し
、

「
元
気
な
武
石
！
」
を
存
分
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
が
各
自
み
ん
な
で
野
菜
を

持
ち
寄
り
、前
日
に
ふ
る
ま
い
鍋
の
準

備
を
し
ま
し
た
。当
日
4
月
16
日

は
、
会
場
に
着
く
と
、
休
む
暇
も
な

く
大
鍋
に
水
を
入
れ
、
沸
騰
し
始
め

た
ら
用
意
し
た
野
菜
や
自
慢
の
「
ず

く
っ
こ
味
噌
」を
入
れ
、火
加
減
、味

加
減
に
苦
労
し
な
が
ら
出
来
上
が

り
。多
く
の
お
客
様
か
ら
「
こ
の
味

噌
汁
美
味
し
い
ね
」
と
言
っ
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
が
過

ご
せ
ま
し
た
。

武
石
音
頭
・
武
石
小
唄
を
愛
し
保
存
す
る
会

「
伝
統
芸
能
舞
台
」
で
太
鼓
演
奏美

ヶ
原
飛
龍
太
鼓
保
存
会

自
慢
の
味
噌
で

　
　

 

「
ふ
る
ま
い
鍋
」

武
石
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

　

第
八
方
面
隊
で
は
、
団
員
1
9
7
名
が

「
愛
す
る
地
域
を
災
害
か
ら
守
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
日
々
、
防
火
・
防
災
活
動
に
は
げ

ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
主
な
幹
部
役
員
（
武
石

在
住
者
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
八
方
面
隊
長
 

坂
部
　

詠
章

副
本
部
長
 

金
子
　

隆
博

副
バ
イ
ク
隊
長
 

清
住
　

忠
広

副
ラ
ッ
パ
長
 

鈴
木
　

孝
史

副
救
護
長
 

山
田
　

和
広

武
石
第
一
分
団
長
 

林   　

英
夫

　
　
　

副
分
団
長
 

北
沢
　

進
一

武
石
第
二
分
団
長
 

小
倉
　

博
明

　
　
　

副
分
団
長
 

川
合
　

明
彦

武
石
第
三
分
団
長
 

柿
島
謙
一
郎

　
　
　

副
分
団
長
 

金
子
　

貴
昭

武
石
第
四
分
団
長
 

橋
詰
　

晶
宏

　
　
　

副
分
団
長
 

下
城
　

億
司

武
石
第
五
分
団
長
 

北
沢
　

陽
一

　
　
　

副
分
団
長
 

豊
田   　

望

地域を守る消防団員 募集中。
男女は問いません。あなたの入団を待っています！

地域を守る

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
活
躍
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

武
石
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
活
躍
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

武
石
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
活
躍
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

武
石
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
活
躍
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

武
石
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！

保育園入園式

小学校入学式

中学校入学式

そうた

お
お
つ
づ
み


